
板橋時代の国立極地研究所の映像記録について

神田　啓史（極地研究所）
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極地研究所の神田と申します。

極地研には広報室があり、その中でアーカイブスを収集して保存し

てあるというだけで、今後それらの資料をどうするかなどの具体的予

定はありません。現在の極地研にはアーカイブスを専門的に扱う部署

がない、あるいは所轄が不明瞭になっているのが実情です。

本日は現況を中心に報告させていただきます。

この写真は ����年 �

月 �� 日、南極観測第 �

次隊がオングル島に基

地をつくったときのもの

です。極地研は南極観測

とは切っても切り離せな

い関係があり、南極観測

から生まれた研究所であ

るといってもいいでしょ

う。
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ここで極地研の歴史をふりかえってみます。昭和 ��年 �月に日本学

術会議が政府に対して、南極地域観測の実施によって得られた資料の

整理、保管、研究等を行うため極地研究所を設置することを勧告して

います。当時は研究よりも資料の保管が目的でした。その後、国立科

学博物館の「極地課」、「極地部」、「極地研究部」、「極地研究センター」

として一貫して極地資料の収集、保存に力を注いできました。その後、

研究所設立の最初の勧告から ��年後の昭和 ��年 �月に国立大学共同

利用機関として国立極地研究所が設立されました。以来、総合研究大

学院大学の構成研究所、大学共同利用法人研究所、情報・システム研

究機構研究所として、それぞれの立場で歴史を刻んできましたが、国

立極地研究所はアーカイブス事業を真っ先に取り組んできた歴史を持

つ研究機関といえると思います。

右は、現在一般資料室に保管され

ている当時の「国立科学博物館極地

部分室」の看板の写真です。

昭和 ��年 9����年-�月 ��日、国

立極地研究所が板橋の加賀地区にあ

った第二陸軍造兵廠の建物に設置さ

れ、��年の歳月を経て、平成 ��年

�月より立川移転が開始します。こ

れで国立極地研究所の板橋時代が終

わり、歴史的な一幕を閉じる訳です

が、板橋時代の資料を収集、選別し、

目録作成して永く保存することは、

国立極地研究所の研究に対する歴史

的評価と社会に対する説明責任を果たすことにもつながります。

いままで何をどのように資料を収集・保存してきたかについてのお

話しをいたします。
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板橋時代の国立極地研究所の映像記録について（神田）

�� 映画

南極観測隊は今年度で ��次隊。途中 �年ほどお休みもありました

が、およそ ��年の歴史を刻んできました。観測隊に ��ミリフィルム

カメラを貸与し、公式記録として隊次ごとの記録をとって制作した映

画が ��本あります（日本語版 ��本、英語版 ��本）。映像資料は貴重

な記録データとして保存管理しています。これら ��本の映画を制作す

る過程で、未使用の映画フィルムやビデオなどの資料が収集・保管さ

れてきました。よく使用されているものとして、「南極観測」、「南極の

詩」、「白い大陸からのメッセージ」などがあります。上記の日本語版

に英語のナレーションを入れた映画は全てデジタル化を終了し、�;�

により貸出しを行っています。また、映画フィルムについては温度管

理を施した一般資料室に保管しています。

研究所ができるとき、研究系と資料系の �つの組織に分けられまし

た。それぞれ研究主幹、資料主幹士官、研究士官がおりまして、資料
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第 �部 本研究課題の成果報告

系は研究系よりは小さいですけれども当時から一般資料部門がありま

した。

今年で研究所が設立されて ��年が経ち

ました。私自身が着任してからは ��年に

なります。今度、移転前の極地研の映像を

とるということで、プロのカメラマンと

久しぶりにフィルムが収蔵してある資料

室に入ってみると、酢酸の臭いがする、こ

れは危ないぞ、と言われました。プロが

においを嗅ぐとどの程度フィルムの劣化

が進んでいるのかわかるということに私

はとても驚きました。これらが最終的に

つくられた映画のオリジナルと編集した

過程で残ったフィルムなどが保存されて

います。これらの映画が ��本ほどあります。それらをきちんと保存し

ていくために、みなさんといろいろ相談しつつ進めさせていただけれ

ばと思っております。

映画は最終的に ��枚の�;�に登録され、保管されております。各

映画は保存用・貸出用と分けてあり、利用されている状況にあります。
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�� ビデオ

ビデオテープについては、総本数 ���本（平成 ��年度まで）を一般

資料室で保管しています。

これらのビデオテープは ��、�インチ、:マチック、;7�、ベータ、

ベーカム等多岐にわたる種類の媒体で残されているため、今後、これ

らの映像の管理方法について検討が必要とされております。

また、平成 ��年度以降に集められたビデオが既に数百本以上あり、

まだまだ分類作業に手が回らない状況となっております。

これは数十本ある:マチックビデオの写真であり、映画フィルムを

できるだけよい画像のものにおきかえようとした所産です。

すべての媒体の記録を保存していく予定でおります。

��



第 �部 本研究課題の成果報告

�� スライド写真

スライド写真は観測隊の貴重な資料として隊次別・種類別に収集・整

理されております。公式記録用として各観測隊に貸与したカメラやデ

ジタルカメラによりドームふじ基地関係の約 ����枚の写真を含む、多

くのスライドが、隊次別、種類別（分別）に収集、整理され、公式記

録として保管されています。現在はデジタル化し広報室で閲覧可能と

なっております。　平成 ��年度より、約 �����件のスライドが選別で

きる検索システムが完成しました。ただし、インターネットによる利

用等のサービスは行っておりません。

観測第 �次隊から第 ��次隊まで集め、すべて整理されてあります。

外国基地のスライドなども収集してあります。

検索システムはキーワードで検索し、必要なものを取り出していく

という方法で利用しておりますが、これは広報室においてあります。将

来的にはインターネットで閲覧・利用していただくという方向へ向け、

準備を行っております。システムはすでに構築されているのですが、著

作権の問題等があり、まだ公開していないといった状況です。
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�� パネル

パネルの収集・保管については、あまり他の分野では例がないかも

しれません。平成 �年 �月の時点で ���枚の写真パネルを管理してい

ましたが、一般資料室のスペースが狭隘であること、木製パネルより

アルミパネルが管理しやすいことを考え、平成 ��年度にデジタル化、

アルミパネル化をしてそのほとんどを廃棄いたしました。残っている

パネルは立てかけて保存されております。

ところがパネル化された写真には大変貴重なものもあり、左下の写

真が一例ですが、いわゆるもとのネガが存在しないものも多々ありま

す。そういったものは写真そのものが重要となってくるため、それを

また写真に撮り、保存するといったことを行っております。木製パネ

ルのものは、写真をはがし、一部はスチールに貼り、他はまるめて保

存しております。
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第 �部 本研究課題の成果報告

アルミパネルについてはこれまでの貸出しの状況を考慮して ��枚 �

組のセット、より詳しい説明を入れた ���枚セットの �種を基本的に

貸し出しています。これは個別貸出しによるパネルの散逸を防ぐこと

と、南極観測事業の効率的な紹介ができるパネルをセットにして貸出

すことで、事務の効率化にも繋がっています。

�� 古文書

����年に南極に昭和基地が建設された ��年前の ����年、白瀬中尉

率いる南極大陸に到達した当時の古文書、アーカイブスも保管してあ

ります。秋田県の白瀬記念館には極地研と同様いろいろな資料が保存

されています。ほか、極地研には初期の観測記録などの歴史的資料、永

田武初代所長の個人資料などもあります。

保存資料一覧：

・白瀬中尉関連資料

・南極観測開始当時の資料

・昭和基地建設資料

・観測船宗谷関連資料

・南極観測再開の資料

・砕氷船ふじ関連資料

・砕氷船しらせ関連資料

・永田武・村山雅美個人資料

・極地研設立当時の資料

これらの資料の収集・整理をすすめているといった状況です。

第 �次隊の宗谷時代の資料など、大変貴重と思われます。永田先生

の資料はかなり整理がすすんでおり、図書室などに保存されておりま

すが、他のものはまだ箱に入ったままの状態になっているものもあり

ます。過去の�>��� ���国際会議の資料などもいろいろ集めている

次第です。
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第 �部 本研究課題の成果報告

梱包

教員（個人、グループセンター）、事務員（部署）ごとにあらかじめ

用意されたアーカイブス資料内容（たとえば、国際プロジェクト関連、

旧研究系・資料系関連、共同研究関連、大学院関連、図書室関連、南

極観測関連等）を明示したラベルを貼ったダンボールにアーカイブス

資料を入れ、満杯になったらその �，その �と追加していく。各個人、

センター、部署名を明記する。

整理、選別作業

今回は立川移転に伴う文書・物品のアーカイブスに関する検討を目

的として、検討グループを立ち上げ、持ち運んだ資料は何らかの部屋、

倉庫に収納する予定であるが、それらの資料からアーカイブスを調査、

選別する作業は、別途、検討グループ等を立ち上げて対応したい。

アーカイブスは極地研、研究所だけのものではありません。現在、全

国に約 ����名ほどの隊員が南極 %�会に属しています。これらの方々

は年齢を増すことにアーカイブスへの興味も増していかれる。それを

利用させていただき、南極 %�会による南極アーカイブス資料の収集

事業の基本計画といったものをたてました。これは今、%�会の最も重

要な事業として取り組まれています。

総研大の監事である渡辺興亜元所長がとてもアーカイブスに興味を

持っておられ、働きかけをしてくださっております。

南極 %�会は %�会なりの制度をつくり、平成 ��年 ��月より、南

極観測 ��周年記念事業の一環として、南極観測に関するアーカイブス

資料収集事業を開始しました。事業は南極 %�会アーカイブス委員会

の主導のもとに実施されています。

南極 %�会アーカイブス委員会の主な受け入れ資料としては：

・隊次公用、隊員個人の私的資料

・隊次を超えた観測事業資料

・物故 %�会員からの一括寄贈資料
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板橋時代の国立極地研究所の映像記録について（神田）

などがあります。また、収集している資料の種類は：

・記録資料（計画書、報告書、一般メモ、各種事業実施記録文書

類）、学術・ 設営文献、地図、設計図、スケッチ、音声テープ

・映像資料（写真、ネガ、スライド、映画フィルム、�;�）

などがあげられます。

また、提供資料の受け入れに関する基本原則として以下の項目があ

ります：

�8 資料の提供に関わる経費は、原則として提供者の負担とする。

�8 提供を受けた資料の所有権はアーカイブス委員会に属し、重複資

料など不要と判断された資料の破棄はアーカイブス委員会に一任

されるものとする。原則としては提供者に返還しない。

�8 アーカイブス資料の台帳は、%�会員に対し公開される。

�8 アーカイブス資料は原則として非公開とし、閲覧はアーカイブス

委員会の許可を要する。

�8 アーカイブス資料に基づく二次資料の作成は、アーカイブス委員

会の認可を要し、作成した資料はアーカイブス資料として保存す

る。二次資料の著作権は原則としてアーカイブス委員会に属する。

外部から見ると、あまりにも素人的かもしれませんけれども、%�会

なりのやり方で進めております。

最終的に、集められた提供資料・アーカイブス資料は極地研に移管

される方向で動きだしましたが、現在は市川市鬼高にあるアイ・エス・

エス（���）鬼高センターの文書保管サービスと契約・委託して管理・

保管を実施しています。空調などが完備されているところです。

以上、現状はアーカイブスをできる限り収集しているといった状態

です。
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最後に、私は、アーカイブスは広報とは違うものであると思ってお

ります。広報ではアーカイブスを使用することはあるけれども、現実

の広報活動に追われなかなかアーカイブスまで手が回らない現状です。

気がついてみたら、貴重な資料が酢の臭いにまみれ、カビが生えて、置

き去りにされているといった状態になります。そういった状況はとて

も好ましくないと思われますので、アーカイブス専門の室をつくるな

ど、きちんと組織として作っていかないとなかなか管理できてはいけ

ないであろうと考えております。

ましてや極地研は、総研大の中でも重要な資料に基づいて研究を行っ

ている研究所であると思われますので、研究所の職員には自らそういっ

た研究を行っているということをより一層、自覚・理解していただき

たいと思っております。

��



板橋時代の国立極地研究所の映像記録について（神田）

【質疑応答】

小沼：意見を述べさせていただきます。%�会の定めている資料提供の

原則の項目のひとつとして、「資料の提供に関わる経費は、原則

として提供者の負担とする」といったものがありました。本人が

寄贈する際には内容の価値をわかっているし、また昔属していた

ところだということで問題はないと思うのですが、たとえば亡

くなられた方の遺族からいただく場合、経済的・人的負担までし

て資料を寄贈してもらうことができるのかといった面から考える

と、資料が入りにくくなる可能性が高くなるのではないでしょう

か。面倒であれば、誰かがそこへ出向いて箱詰めを手伝ったりす

れば若干助かるし、配送料なども研究所で負担するとなれば、遺

族の側からすると寄贈をしやすくなるので、検討されてはいかが

でしょうか。

神田：まさしくそういった問題が現実にあります。「原則として」という

ことで定められているのですが、まずは%�会へそのような話を

持ってきていただいた上で決めさせていただいています。もちろ

ん%�会の担当の者は、そういったお話をいただいた際には実際

に伺わせていただき、その上で調整させていただいております。

やはり、お金がないといったこともひとつの問題となっています。

これは ��周年の記念事業ということで%�会は若干の財源を用

意してくれたのですが、これは保管倉庫に預けたりして使ってい

るため、すべての資料寄贈に対して経費をかけるということは不

可能である、ということです。あくまでも%�会と相談していた

だければかなり対応をしていただけるのではないかと思います。

小沼：%�会だけでなく研究所が考えるべき問題なのでしょうね。

神田：そうですね。%�会も非常に深刻に物事を考えています。ただ、

南極 %�であっても研究所の現役職員 %�だとは思っておりま

せん。私について言えば（意識的には現役と%�の中間ぐらいで

しょうか）、南極についてはまだ、現役と思っておりますので、

%�とは考えていません。ですから、研究所は %�会に対しては
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若干、他人事、といった所があるかもしれません。それも定年に

なったあたりからじわじわとアーカイブスについて興味を持って

いくようです。第 �、�次隊の方々とお話をする時にはいつでも、

オーラルヒストリーとでも言うのでしょうか、非常に大事な瞬間

であると感じています。いつも録音機を持っていたほうがよいの

かな、と思ったりもいたします。

村上：岡崎研究所にも南極観測所に行ったことのある経験者がおりまし

た。研究者でなく施設課の方です。そういった方々も結構、南極

での生活についてのスライド写真などを持っておられ、��年ほ

ど前にセミナーでお話ししていただいたことがあります。研究者

以外の%�の方々からも資料を集めることができれば、写真など

は特にその時代を反映しているのでよい資料になるのではないか

と思います。

神田：%�の方々によるのですが、それぞれの方に連絡が届くような（呼

びかけの）システムが必要だと思われます。それから、隊次ごと

の連携はとても強いと感じておりますので、隊次ごとにアーカイ

ブスを、呼びかけていくこともそのひとつです。

村上：生理研でも毎年共同研究を募り、その時その時の研究グループが

できあがっているのですが、研究が終わると解散していきます。

それらの資料がどう残るのかということで、連携ということの意

味合いも含めて、資料室が存在しております。そこら辺がこれか

らの大きな課題であると考えております。
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